
部材の確認1

設置位置の決定2

設置面の清掃3

ベースの設置

4

準備していただく機械・工具・材料など 使用用途施工タイプ
カラーコーン、工事用バリケード
洗浄ブラシ
コンベックス
チョーク or チョークリール
接着剤撹拌用容器
接着剤塗布用ヘラ
接着剤（エポキシ系）※
電動ドリル
ドライバービット（プラス2型）
六角棒レンチ（M6）

コアカッターφ27～32
またはコンクリートドリル φ28～32

プライヤー or ラジオペンチ
ラチェットハンドル or T型ハンドル

M16ソケット

接着／アンカー

アンカー

作業員の安全確保
設置面、孔内部の清掃
ベース間ピッチの測量
ベース設置位置および孔位置のマーキング
接着剤の撹拌
接着剤の塗布
路面設置・固定
製品組み立て
製品組み立て
製品組み立て

孔開け
アンカー増し締め

アンカー増し締め
アンカー増し締め
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取扱説明書
端部支柱ユニット
横ビーム
横ビーム補強体
φ150ベース
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部 材 名 備　考数量
8
8
8
4

横ビーム固定ボルト
横ビーム固定ワッシャー
横ビーム固定Sワッシャー
端部支柱固定ビス

M6×20キャップボルト
M6座金
M6皿バネ座金
M4×25ナベテクス
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●ご相談窓口　交通環境資材事業部　TEL.03-5400-1847
都市環境事業本部

接着タイプ・アンカータイプ
ポールコーンガード取扱説明書

※施工業者の方へ／この取扱説明書は、工事完了後ユーザー様にお渡しください。
※ユーザー様へ／この取扱説明書は、メンテナンス時にも必要です。大切に保管してください。

警告 注意
誤った取り扱いをすると、人が死
亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷
害を負ったり、物的損害が想定さ
れる内容を示します。

本製品には車両柵のような防護機能はありません。
防護機能が必要な場所へは設置しないでください。注意

歩行者がひんぱんに通行する場所（歩道など）へは設置しないでください。
いたずらや金属製の製品と誤認識し、けがをするおそれがあり危険です。注意

車両のひんぱんな踏み越えが想定される場所への設置はご遠慮ください。
製品が離脱する恐れがあり危険です。注意

注意

接着タイプは、新設のライン上および新設の舗装上へは設置しないでください。
十分な接着強度が得られず、製品が外れるおそれがあり危険です。
また、縁石・排水溝付近など転圧が不足するおそれのあるアスファルト舗装や柔らかい状態のアスファ
ルト舗装に設置した場合、車両などの接触により、舗装材表面が製品側に付着した状態で路面から離
脱することがあります。
このような場所への設置には、アンカータイプをご使用ください。

注意

このたびはセキスイポールコーンガードをお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
お求めの製品を正しく使用していただくために、この取扱説明書をよくお読みください。

なおこの取扱説明書は、施工終了後ユーザー様にお渡しください。

※製品外観は、時間の経過とともに退色していきます。
　メンテナンスなどで部材を新しく交換した場合、色が異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

設計者の方へ

施工を安全に行えるように、現場周辺にはカラーコーンや工事用バリケードなどの安全用具の設置、
または交通規制などを行ってください。警告

接着タイプの接着には、当社ジスロンボンドおよび砂入りのエポキシ接着剤はご使用にならないでくだ
さい。十分な接着強度が得られず、外れるおそれがあり危険です。当社ロードボンドをご使用ください。警告

○本製品の仕様は、機能・品質改良のため予告なく変更する場合があります。

施工業者の方へ

《 施工上の注意 》

使用上のご注意

接着タイプ 施工要領

製品設置後は、定期的にゆるみや破損の確認を行ってください。
必要な場合は、増し締め、部品の交換など適切な処置をとってください。
ゆるみや破損を放置しますと思わぬ事故につながることがあります。

警告

ユーザー様へ

（全長40mm以上 エクステンションバー使用可）

横ビーム補強体の組み立て6

施工される前に必ず、納品された部材と納品書が一致するかどうか、ご確認ください。

なるべく平らな場所を選び、図面のベース設置ピッチにしたがい、コンベックスおよびチョークまた
はチョークリールなどで設置場所に目印を付けてください。
障害物がある場所や凹凸のある路面は避けてください。
また、道路の接着面は濡れていないことをご確認ください。

設置面の石粉・砂などは、ブラシやエアーガンなどできれいに清掃してください。

下図のようにベース丸凹部が向き合うように、ベースを設置してください。
またベースピッチは図面をご確認の上、設置をお願いします。

ベース凹部

ベース凹部

ベース（上から見た図）

※施工上のご注意です。

※当社ロードボンドをご使用ください。

端部支柱ユニットの組み立て5
端部支柱ユニットをベースに取り付けます。
端部支柱ユニット下部の突起（ビス頭）をベースの
レール部に差し込み、端部支柱ユニットを回転さ
せて、端部支柱ユニット頭部コーナー部が互いに
向き合うように設置します。

ベース（上から見た図）

打ち抜き穴
（アンカータイプ）

ベース

ビス穴

レール部／
突起（ビス頭）
挿入位置 ベース

ベース

横ビーム

突起（ビス頭）

穴の位置を合わせる

横ビームの組み立て（仮固定）7
端部支柱ユニットに横ビームを差し込み、穴の
位置を合わせて、横ビーム固定ボルト（ボタン
キャップボルト）（皿バネ座金+ワッシャー）で
4箇所、仮止めしてください。
反対側も同様にして
仮止めしてください。

端部支柱ユニットに横ビーム補強体
を差し込み、端部支柱ユニットと穴
の位置を合わせておいてください。

端部支柱ユニットの傾きの確認8
端部支柱ユニットが傾いていないか確認してください。
傾いている場合は、横ビームと端部支柱ユニットの勘合を調整して、傾きを修正してください。

横ビーム固定ボルトの増し締め9
端部支柱ユニットが傾いていないことを確認後、
横ビーム固定ボルト（ボタンキャップボルト）を増
し締めして、固定してください。
ボルトは、ワッシャーが
横ビームにしずみ込むまで
締めつけてください。

ワッシャー

ワッシャー
皿バネ座金

ボルト

横ビーム
補強体

端部支柱ユニット

皿バネ座金

（ボタンキャップボルト）
横ビーム固定ボルト

六角レンチ（M6）

六角レンチ（M6）

横ビーム補強体

端部支柱ユニット

横ビーム

横ビーム

ベース間ピッチ

ベースの仮設置

二輪車の踏み越えがが想定される場所には設置しないでください。
踏み越えようとすると転倒し、けがをするおそれがあり危険です。

※設置位置はなるべく平らな場所を選び、障害物がある場所、凹凸や勾配のある場所は避けて設置し
　てください。

※海岸などの塩分の多い場所には設置しないでください。
　このような場所に設置しますと、製品が腐食するおそれがあります。

※炎の横や加熱のおそれのある場所には設置しないでください。
　製品が溶けたり、変色・変形します。

※接着剤の硬化時間以上に、必ず養生してください。
　また、施工後6時間以内の製品への加圧・衝撃は避けてください。
　十分な養生時間をとらずに交通開放を行いますと、製品にがたつきなどの不具合が生じたり、路面
　から外れるなどして危険です。十分にご注意ください。

※施工する際、道路の表面が濡れていないことをご確認ください。

※気温5℃以下の時、降雨時、降雪時には施工しないでください。接着剤が硬化しない場合があります。
　夏期は、接着剤の使用できる時間が極端に短くなります。混合後は速やかにご使用ください。

※接着剤の硬化時間の目安は以下の通りです。
　・夏期（路面温度40℃）　1時間以上　　　　・冬期（路面温度10℃）　3時間以上　
　・常温（路面温度25℃）　1時間30分以上
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